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富山転の各河川で!ct, 6 Ff 巧日のアユ漁の解禁と同時に，早朝
からつり糸をたれる太公望たちの翌が目立っように包）ました。
アユを荊える方法に［さ，つりのほかに徳r. やななといろいうあり
'ます。なかでも，アユの習住とう苛く利用した0 が‘‘友釣”さす。
アユ（さ、おも（冴如戻面につく7}( あか（麟）をアユ独特のくし状
の曲でけすりとって食べま司。この餌となる榮{J)l さえていさ県所を
疇するために， 1メートル四方ほどのなわIぷ）をつく CJ I なわぽ
リ内に入ってきた他の魚を追い払ってしまいます。友釣はこのな
わばり内（こ、力＼ざ計をつ（廿こおとリのアユも放ち，これを追い出そ
うと倅当') してくるアユをひっかけてつる方法で可。で9改，アユ(ct
いったいいっころからなわIざ，）をつくるd う（茨したのでしょうか。
一つの考え芸紹箪ましょう。
アユ,a ,ワカサややシジャ毛と同じ，サケ目叶キュウリウ六群と
,,,. -ヽ-----
--・. 
いう念Kにホむグ）レ フー0に属しぎ可。今から1千万年ほど前，キュ
ウリウ尤だ如祖先たら(a:, 北極釦哄太平洋0) 沿岸で生活していま
した。この分布の南限にあたるアジアー帯で，この祖先たちの中力＼
ら、川をの（忠），石m表面の藻額を食べて成長するものが泥われ志
した。これがアユで可。当時，アジアの川に1a コイ吋呼詐が栄えて
いて， 底生動附や魚. 7)< 草召とあらゆる餌芸独占していましたが，
石磁頓うの藻類だけ,a, (加炉）とる歯ヵ啜＜衷されてしばした 。こ
れを食八:・ るのに都合即む患芸アユlcti 宗ていました。しかし、 2
百万年ほど前から，氷河期と閉氷帯枷く り返す不旺定な時鞘力守ぢ
マさ姦した。叡＼（＼脚噂(:: lat, 簿類の発達もよく量も豊営にあり
忌芍が，寒（泳期に1a, 発達が悪く芍り，しかも海に比バ狭（叫の
中で［さ量も不足してきます。こうした中で，一匹のアユが生きるた
めにfci , 1tt 要ぢ藻類のlct えていが塀所苫確保しなlサtばなりません。
このために、アユはなわぱりをつくったと考えられています。
芍わはり苫つくっていたアエ色，叙(:::1a 成熟し，群れをなし芍里
眠烏詞あ瓢を下っていきま可。）11 O> 流れのゆるくなる下高知砂
や小さ包楽の上（適卵し＇その一 年 忍 Iう短い一生苫終えま可。一
方，卵からかえ汀嘩アユは薄八下り） ；度の年の春に集団で）りを
のぼ{) I おもに蓬領を食バ於長しま可。 (H. N) 
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